
付 録B 論理回路

B.1 チェックシート

　

■ リセットを行いなさい (S = 0, R = 1)。
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■ リセットから保存状態に推移させなさい (S = 0, R = 0)。
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■ 保存状態からセットを行いなさい (S = 1, R = 0)。
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112 付 録 B 論理回路

B.2 RSフリップフロップ ＆ 4ビット全加算器

■ RSフリップフロップのデジタル回路図

5V安定化電源
3 端子レギュレータ (p.114 参照)
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74LS00

SW 入力

ON 0
OFF 1

LED 出力

点灯 0
消灯 1

* (感覚を重視して) 出力 1 で LED を点灯させるには、密かに Q と Q を入れ替えて設置する。

写真 (上)：4ビット全加算器 写真 (下)：RSフリップフロップ



B.2. RSフリップフロップ ＆ 4ビット全加算器 113

■ 4ビット全加算器のデジタル回路図
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114 付 録 B 論理回路

ロジック IC デジタル回路の基本素子であるロジック ICには、トランジスタを構成要素とし

たTTL1とMOS-FETを構成要素としたCMOS2があります。下図は、最も一般的な 74シリーズ

の TTLの LSファミリ3 (電源電圧 Vcc は 5V±5%)のロジック ICで、RSフリップフロップと 4

ビット全加算器で実際に使用したものです (3端子レギュレータは参考まで)。

74LS08

　 quad 2-input AND gate

74LS00

　 quad 2-input NAND gate

74LS32

　 quad 2-input OR gate

74LS86

　 quad 2-input XOR gate

74LS04

　 hex inverters (hex NOT gate)

3端子レギュレータ

78 05

①入力

②GND

③出力

78シリーズは正出力
05は出力電圧 5V

1Transister Transister Logicの略で、低価格で動作が速いことから、以前はデジタル回路に多く使われましたが、

消費電力が大きいという欠点から、現在では CMOSの方が使われるようになりました。
2Complementary Metal-Oxide Semiconductorの略で、相補型金属酸化膜半導体と呼ばれ、金属と酸化物、半導体

という 3種類の物質を重ね合わせた構造を持つ素子です。74シリーズには、CMOSで構成された HCファミリ (High
speed Cmosの略で、低消費電力ながら TTL並みの動作速度を持つ)があります。

3Low power Schottkyの略で、ショットキーバリアダイオードを用いた低消費電力の TTLです。


